
１ 研究の概要 
（１）研究主題 
   論理的思考力、表現力の育成 

～「ことばの時間」に身につけた言語技術を 
授業に活かして～ 

（２）研究のねらい 
   平成１７年度から、「ことばの時間」を特設し、言語技
術指導を行った結果、児童は「結論先行で理由をつけて説
明すること、ナンバリングを使って考えを整理することな
どができるようになった。また、教師は、曖昧な答えに対
して、明確な根拠を求める切り返しを意識して指導するよ
うになった。しかし、適切な根拠をもとに相手にわかりや
すく説明するといった論理的思考力・表現力の育ちが十分
ではなかった。そこで、１８年度は、昨年度以上に言語技
術を授業の中で活かしたり、「書く活動」を工夫したりし
て、論理的思考力･表現力の育成に取り組むことにした。 

 
（３）研究組織・体制 
①４者（校長・教頭・教務主任・研究主任）によるミーティ
ング（週１回・２時間）を行い、進捗状況管理・今後の進
め方・見直しなどを行う。 
②教育研究推進部に「ことばの教育」部門を設け、企画運営
をする。 

 
２ ２年間の取組みの概要 
（１）特設「ことばの時間」の取組み 
 ①教育課程の工夫 
  ○全学年、週１時間、「ことばの時間」を特設し、言語技

術指導を行った。 
  ○「ことばの時間」を教科・領域と関連づけたカリキュラ

ムの作成を行った。 
 ②指導方法の工夫 
○教科授業で児童が相互に考えを深め合えるよう、「こと
ばの時間」において児童どうしがかかわる場面を設定
した。 
（例）「問答ゲーム」：二人組・グループ・一人対全員・
長続き問答ゲームなど 

○自分の考えを必ず持つよう、自力解決の時間を確保し
たり、ワークシートに書かせたりした。 
○学習内容の定着のために、授業の終末では学習内容を
原稿用紙に文章化させた。 

  ○学習の見直しや意欲の向上のために、相互評価・自己評
価を取り入れた。 

 ③内容の工夫 
  ○「言語技術」を日常生活に活かしていくために、題材を

日常生活や興味関心を持っていることから設定したり、
地域の特徴を生かした教材開発を行ったりした。 

 （例）「問答ゲーム」：一番好きな遊びは 社会見学で学んだ
ことは 広谷小学校の自慢は 
「説明」：お勧めの本の紹介文 子ども発表会の案内状 

「分析」：保護者や児童アンケートの分析等 
【実践事例１】 
○第４学年 特設「ことばの時間」 
○教材名 府中風お好み焼きの作り方「説明」の技術 
○目標  わかりやすい伝え方（グルーピング、一文一
義、順序よく）の技術を身につける。 
○指導計画（各１時間・計２時間） 
  ・お好み焼き作りの道具と材料を分類する。 
  ・お好み焼き作りの手順を短い言葉で順序よく説明する。 
○展開の一部 
教  師 児  童 留意点 

○お好み焼きを
作るために準
備物を言いま
す。（よくな
い例） 
○相手にわかり
やすい説明の
仕方を書きま
しょう。 

○Ａ先生の説明の仕方では、い
ろいろなものが一緒になっ
ていて聞いている人はわか
りません。 
 
○Ｂ道具と材料は分けて言うと
わかりやすいと思います。 

※道具と材料を
混在させて分
類の必要性に
気づかせる。 
※自分の考えを
持たせるため
に、ワークシ
ートを活用す
る。 

○どうして、道
具と材料に分
けるのです
か。 

○Ｂ道具と材料を分けて言うと
聞いている人が頭の中で分
けて考えられるからです。 

切り返し 
材料と道具を分
類するよさに気
づかせる。 

○道具はどのよ
うな順番でい
いますか。 

○Ｃ道具は、ボール・さいば
し・おたまとホットプレ
ート・フライ返しです。 

 

○どうしてその
順番で言うと
よいのです
か。 

○Ｄ道具を使う場面ごとに分
けて言うと相手にわかり
やすいと思います。 

切り返し 
道具をさらに分
類させ、相手意
識を持たせる。 

○原稿用紙にま
とめよう。 

 
 

※定着のため文
章化させる。 

（２）言語技術を教科の授業に活かす取組み 
 ①思考を深めるために「言語技術」を活かす場面や方法を指
導案に記述した。 

 ②授業において、言語技術が有効であったか授業検証を行っ
た。（授業検証レポートの作成、一人年間２本） 

【実践事例２】 
○第２学年 算数科  
○単元名「ちがいをみて」啓林館出版 

○本時の目標 ２本のテープ図を活用して、二要素一段

階の逆思考の求小の問題を解くことができる。 
○本時の問題 １組は３４人です。１組は２組より３人
少ないそうです。２組は何人ですか。 
○展開の一部 

教  師 児  童 留意点 
○どのように
考えたのか
発表しまし
ょう。 
○問答ゲーム
のように言
ってみまし
ょう。 

○Ａわたしは、たし算にし
ました。 
１組の人数は３４人
で、１組は３人少ない
から、１組と２組は３
人違って・・（続く） 
○Ａ１組の人数は３４人で
す。１組は２組より３
人少ないので ３４＋
３＝３７になります。 

 

 

 
 
※結論先行で理由
を明らかにさせ
る。 

 

学校名 広島県府中市立広谷小学校 
校長名 陶  山  典  江 
所在地 府中市鵜飼町９７－３ 

Ｈ Ｐ 
http://www.edu.city.fuchu.hiroshima.jp/~
hirotani-shou/ 

学級数 １４学級 
タイプ Ⅰ  ・  Ⅱ 



 

 
（３）言語技術を日常生活に活かす取組み 
  ①話す力を高めるために、題材を決めて朝の１分間スピー

チを継続した。 
②場に応じた話し方を身につけさせるために、職員室、保
健室の入室指導を行った。また、集会活動では伝えたい
ことを整理して大きい声ではっきり話すよう指導した。 

  ③聞き取る力をつけるために、集会時の話の感想をその場
で交流したり、日記に内容や感想を記述したりする取り
組みを行った。 

  ④読書活動を推進するために、教師の読み聞かせやアニマ
シオン・読書カードの工夫・ボランテイアの方による読
み聞かせなどに取り組んだ。 

（４）保護者啓発 
  ①「ことばの教育」通信の発行（月１回）や学級通信・学

級懇談会で学習内容を知らせ啓発活動を行った。 
 

３ 研究の成果と課題等 
（１）成果 
  ①児童の変容（日記・学習感想・アンケートより） 

○聞き取る力･考えを深める力の向上 
自分が考えていることは正しいと思っていても、視点
を変えて他の人からみると自分とは違う考え方がある
と思った。（６年生） 
○考える（話す力･考えを持つ）意欲の向上 
授業中、急に指名されたとき、さっと自分の考えをま

    とめて言うことができるようになった。これは問答ゲ
    ームをして、いつも考えるということをしてきたから
    だと思う。（６年生） 
   ○比較して考える（考えを整理する）態度の向上 

算数のとき、自分の考えと似ているところや違うとこ
ろを比べながら友達の発言を聞いている。（５年生） 
○根拠を持って考えようとする態度の向上 
自分の考えを発表する時、理由をつけて話すように意
識している児童が増えた。【資料①】 
○積極的な表現活動の増加 
自分の体験をふり返り、言葉や図を使って表現し、積
極的に作品応募する児童が出てきた。【資料③】 
 

②教師の変容（教師アンケートより） 
○ねらいにせまる発問や切り返しを意識している。 
【資料②】 
○考えの理由や根拠を求めている。（例：どこに書いて
いるか。どの言葉からわかったのか。） 
○相手意識を持ち、整理して話をしている。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）課題 
  ①児童は、言語技術の型を使用して考えを表現できるよう

になったが、思考の深まりについてはまだ課題が残る。
今後、教科授業において、比較して考えたり具体例や事
実を根拠として示したりすること等を通して論理的な考
え方を育てていく必要がある。 

  ②教師は、児童にかかわり合った発言をさせ、その発言を
ねらいにせまるよう組織していく力をつけることが課題
である。 

 
（３）今後の改善方策等 
  ①言語技術を活用し思考を深め表現する授業を創造するた

めの指導力の向上 
   ○全教師による「ことばの時間」（全２０時間）カリキ

ュラムの作成 
   ○言語技術を活用した授業実践例の持ち寄り研修等 
  ②児童のかかわりあった発言をねらいにそって組織する授

業の創造 
   ○指導案の工夫（かかわらせる場面を設定・板書計画の

添付・授業評価表の活用等） 
   ○「深める」過程での論点の整理 
   ○活発な討議の土台となる学級の支持的風土づくり等 

教  師 児  童 留意点 
○問題文に少
ないという
言葉がある
のでひき算
ではないの
ですか。 

○Ｃ問題文の少ない多いという
言葉では、たし算かひき算
かは決められません。 
○Ｄ問題文では、２組の人数を
たずねています。２組は１
組より３人多いことになる
からたし算にします。 

切り返し 
多い･少ないとい
う言葉では演算
決定はできない
ことを確認す
る。 

○どうすれば
たし算かひ
き算かがわ
かりますか 

○Ｆ「ちがい」を２本のテープ
図にかくと、たし算かひき
算かがもっとよくわかりま
す。 

切り返し 
２本のテープ図
活用のよさに気
づかせる。 

理由をつけて話す 
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【資料① ３年～６年対象】 

【資料② 全教員対象】 

【資料③】 


